
1 

 

森 林 調 査（ ス ギ 間 伐  ） 

   

Ⅰ 森林整備（間伐）の推進 

 １．間 伐とは 

  1) スギ林分の主伐までの間において、その成長過程に 応じた林分の密度を調整する 

技術が間伐で、林木相互の競争を緩和して、林木を健全かつ旺盛に成長させるために 

行う重要な作業であります。 

 

2) 残存木の成長を促すと共に、真っ直ぐな幹などの形質向上を図り、主伐期までの 

「地力維持の向上」や、主伐による収穫までの「中間収入を得る」ことにあります。 
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２．間伐の指標 

  1) 相対幹距比による方法 

  (1) 立木の間隔が樹高の何％位にあるのかを見る 

指標であります。 

 （樹高と樹幹距離の割合で表します） 

数値の目安としては、 

  20％程度    ⇒ 適当   

     １４～１７％程度 ⇒ 混みすぎ 

     １４％以下    ⇒ かなり混みすぎ 

 

  (2) 立木間の平均距離と平均上層樹高を求め、 

その比率が何％あるのかを計算します。立木 

   間の平均距離は、単位面積 1万ｍ２をその中 

にある立木本数で割った値を、その平方根を 

求めると隣接木との平均距離(幹距)になりま 

す。 

 

（例）相対幹距の計算 

 1haに立木が 625本あり、平均樹高は 20m 

√(10,000m2 ÷ 625本／ha ＝ 幹距 4ｍ 

幹距 4ｍ ÷ 樹高 20m ＝ 20％ 

 

 

（100m2 当たりの成立本数） 
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  2) スギ密度管理図による方法 

     林分密度(haの当たりの成立本数)と林木の樹高成長についての法則から作成さ 

れた林分密度管理図を用いて、間伐の開始の時期、繰り返し期間・回数、間伐率などを 

求めることができます。 

 

(1) 林分密度と林木の樹高成長との関係 

樹高 ： 上層木(被圧木、枯損木を除く平均樹高)の樹高は、林分密度と関係なく地位 

に応じて一定の成長を示します。 

直径 ： 胸高直径の成長や単木材積の平均値は、密度が高いほど小さくなります。 

密度 ： 高密度林分では、成長に伴って劣勢木の自然間引き（枯死）が生じます。林木 

の大きさに応じて、成立し得る密度密度に一定の限界（最多密度 1）がありま 

す。 

材積 ： 単位面積当たりの幹材積合計は、一定の密度までは高密度なほど多くなりま 

す。閉鎖した林分の材積総生産量は、密度に関係なくほぼ一定になります。 

形質 ： 高密度なほど完満な幹になり、低密度なほど梢殺け（うらごけ）になります。 

高密度なほど下枝が細く早く枯れ上がり、年輪幅が狭くなります。 

 

(2) 林分密度管理図の利用方法 

成立本数、平均樹高、平均胸高直径、幹材積合計などの数値間の関係を１枚の図に 

表したもので、これにより生産目標に応じた間伐が検討できます。 

① 林分の構成数値を求めます。 

  上層樹高と ha当たりの成立本数を調べ、平均胸高直径と材積が求められます。 

② 間伐コース（密・中・低密度）を検討します。 

 上層樹高と本数密度を調べ、管理図の数値と比べることによって、間伐の必要性や

繰り返し時期などの判断ができます。 

③ 収穫量を予想します。 

  間伐コース（密・中・低密度）に沿って、間伐木、主伐木の大きさ、収穫量を予想し

ます。 

 

(3) 密度管理図の構成 

① 等平均樹高曲線 

 上層樹高（被圧木、枯損木を除く）時の、その密度と幹材積の関係を示す線です。 

② 等平均直径線 

   平均樹高と密度(ha当たりの成立本数)の時の、平均胸高直径を示す線です。 

③ 等収量比数曲線 

 最多密度の時の林分材積を 1.0 とし、それに対する材積割合比で示すせんです。 

      （最多密度に平行して描かれている線：高密度 0.8  中密度 0.7 低密度 0.6） 

④ 自然枯死線 

 植栽密度ごとに競争によって自然に枯れる本数の減少を示す線です。 
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（横軸の千本単位の本数から上に伸びている曲線） 

 

(4) 密度管理図の使い方 

この図から、現地調査した資料から上層樹高と ha当たりの成立本数に応じた ha当たり 

の材積、平均樹高直径などを読み取ることができます。 

    例えば、スギ林分 30年生のプロット調査を行った結果、平均上層樹高 15m、 

ha当たりの成立本数は 1,800本としますと、密度管理図の下の横軸に示されて 

いる 1,800本から上に伸びる縦線と、左側から右側に登っている曲線 15mの 

等平均樹高曲線との交点位置を左側縦軸に示されている幹材積を読み取ると、 

410ｍ３、平均直径曲線からは 19cm、収量比数は等収量比数曲線から 0.81 と 

読み取れます。 

     林分密度管理図の収量比数（Ｒy）を用いて生産目標に応じた密度管理を行う方 

法で、高密度の場合Ｒyを 0.8、中程度 0,7、低密度 0.6 として管理を行います。 

     上の例をもとに、間伐等の施業をほとんど行わないスギ林分の間伐の例（Ｒ 

ｙ:0.81⇒0.70）を示しますと次のとおりです。また、次回の間伐をいつ頃行う 

かも予想できます。 

① 上層樹高15m、ha当たりの本数が 1,800本の交点の収量比数0.81から等平均樹高

曲線 15mの曲線上を収量比数 0.70までたどると ha当たりの成立本数は 1,280本、

平均胸高直径は 22cmの林分になります。 

 

間伐木の大きさや材積は、次のように予測できます。 

 

② 次回の間伐の予測を行う場合は、次の方法で行います。 

 ア 前回の間伐で ha当たりの成立本数が 1,280本となりましたので、図の横軸 

の 1,500本から縦に出ている自然枯死線（赤線）に沿って、Ｒｙ0.8まで上がっ 

て行くと ha当たりの成立本数は 1,180本、平均樹高 19m、平均胸高直径 

25cmの林分になっています。 

     イ 間伐では、Ｒy0.70まで下げると、ha当たりの成立本数は 880本となり、間 

伐本数は 300本、本数間伐率で 25%となります。 
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宮城県スギ地位指数曲線図により、林齢 30 年生時の上層樹高平均 15m の曲線図により、

次回の間伐時の樹高は 19m となりますので、間伐は林齢 43年生の頃に行うことになります。 

 

 

以下同様に、樹高成長に従って間伐を繰り返します。樹高生長が早ければ間伐の実施間隔

は短く、成長が遅ければ間伐の繰り返し間隔は長くなります。 
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３．林分調査（間伐） 

   スギ林は、土壌やこれまでの保育履歴などによって、様々な林分となっており、間伐 

を行うためには、林分の状況（位置・面積・林齢・胸高直径・樹高・気象害など）を把握し、 

林齢に見合う成長を示しているか、間伐収入が得られるかなどを検討した上で、間伐 

方法や伐採本数・材積などを決定します。 

 

1) 林分調査の目的 

  調査費用と時間の許す範囲内で、間伐を実施する面積内の立木材積や立木価格を求

めることであります。 

  そのためには、対象面積の確定と、面積内の全部の樹木、又は偏りのない標準値から

信頼できる推定法が必要になります。 

 

(1) 最初の作業は、実施区域・林齢・保育履歴・地形・道路状況などの把握と保安林な 

どの法的制限（許可）の把握が必要になります。 

(2) 次に現地調査により、林分の面積・樹種の構成（スギ・ヒノキなど）と、その量を調 

べます。林分の面積の測定は、林分調査の基礎となるもので、デジタルコンパスに 

よる測量が一般的に行われています。また、対象林分は調査費用をあまり掛けられ 

ないので、標準的なサンプルによるプロット調査が一般的に行われています。 

 

(3) 山林の造林や間伐などの施業地では、作業を行う森林の広さを知るための周囲測量 

は、適切な森林整備を行う上で必要不可欠な作業です。 

  現在、森林測量はデジタルコンパスでレーザー測距付きにより行われております。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタルコンパス コンパス測量の状況 
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2) 調査の方法 

(１）全木調査法 

    森林の面積、伐採量を把握するために、立木の直径と樹高など「全林木」を調査する。 

 

※ 面積の大きい箇所にある全ての林木の立木調査は、大変な労力と時間を要するため、一

定の面積の立木材積などを調査する「標準地法」が行なわれています。 

 

(2）標準地法 

   対象林内全体を見て、平均的と思われる箇所（標準地）を選んで森林を調査し、全体 

の森林内容を推定する方法で、基本的には次のとおりです。 

①  1カ所の標準値に大きさは、0.１～１ｈａ、または８０本以上とします。 

②   均一な林分では、１カ所の標準地面積は大きく、箇所数を少なくします。 

③   不均一な林分では、１カ所の標準地面積は小さく、箇所数を多くします。 

④   標準地の合計面積は、均一・大面積の林分では総面積の３～５％にします。 

⑤  伐期に近い林分林分では、総面積の１０％にします。 

⑥   標準地区域はテープで囲み区域を分かり安くします。 

 

(３）毎木調査の方法 

    調査班は記帳者（野帳マン）１名、測定者２～３名で編成。測定順路は、斜面下方から 

水平に移動しながら、次第に上方に移動。測定者は記帳者（野帳マン）に胸高直径 など 

を伝え、記帳者はこれを復唱し野帳に記入。測定者は測定を終了した林木に木材チョー 

クで印を付け、測定漏れや重複調査などを防ぎます。  

 

① 林齢 

ア 林齢：人工林では山行き苗を植えた年を１年と数えます。 

   イ 森林簿によります。 

 



9 

 

② 胸高直径の測定 

   ア 輪尺を用い山側に位置し、地上１.２ｍ（胸の高さ）                     

位置で幹の直径を２ｃｍ単位で測定します。また、 

輪尺で測定できない大径木は直径巻き尺などを 

用いて測定します。 

 

イ 樹幹が扁平している場合、斜面上側と直角方向 

の直径を測り、平均値とします。 

（差が少ないときは少ない方の数値） 

 

              （直径１４ｃｍは、１３ｃｍから１５ｃｍ未満の範囲） 

    

   ウ 幹が胸高（１.２ｍ）以下で２又以上に分かれていれば、それぞれの幹を測定します。 

    また、傾斜木・根曲がり木の上側 

で幹軸に沿って胸位置を決め、 

幹軸に直角に直径を測定します。 

     測定箇所に枝や節、コブなどが 

ある場合は、これを避け上下の所 

を測定し、平均値を求めます。 

                                                                                                                                                        

③  樹高の測定 

ア 山側の地際から梢までの高さをｍ単位で測 

定します。（ｍ以下は切り捨て） 

   イ 測高器にはバーテックス などがあります。 

   ウ 樹高測定は、胸高直径の測定に比べ大変 

な労力を要することから、全木調査を行わないで、

胸高直径ごとに２～３本を行い、樹高曲線を描き求

めます。  
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宮 城 県 ス ギ 人 工 林 に 適 用 
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宮城県密度管理図 
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Ⅱ スギ幹細り表（胸高直径を１００とした場合の各樹高位置比率） 
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Ⅲ 立木材積表 
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Ⅳ 丸太材積表 
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